
資料１ 

アセットマネジメント、水道事業ビジョン及び 

経営戦略プランの関係について 
 

 

 
 

 
【アセットマネジメント】 

 アセットマネジメントとは資産運用という意味ですが、ここでいうアセットマネジ

メントは、厚労省の「水道事業におけるアセットマネジメントに関する手引き」に基

づいた検討を行うことです。 

 検討では、人口減少などの外部環境による影響、水道資産の老朽化などの内部環境

の予測をもとに、50 年先までの更新需要と財政収支見通しなどを明らかにします。 

 

【水道事業ビジョン】 

 厚労省が平成 25 年 3 月に策定した「新水道ビジョン」に掲げる、「持続」、「安全」、

「強靭」の観点を軸とするもので、瑞浪市水道事業のマスタープランに位置付けられ

る計画です。これまで市民生活を支えてきた水道の恩恵を、今後も享受し続けるため、

50 年後を見据えたうえで、今後 15 年間の目標実現のための施策などを定めるもので

す。 

 

【経営戦略プラン】 

 総務省から策定を求められる計画で、水道ビジョンの達成のための実施計画にあた

ります。今回は中間見直しですが、令和元年度から今年度にかけてのアセットマネジ

メントを反映するため、投資・財政計画に大きな変更が生じます。 

 

※下水道ストックマネジメント 

 施設の老朽化の進展を考慮し、リスク評価等による優先付けを行った上で、施設の

点検・調査、修繕・改築等を実施して施設管理を最適化することを目的としています。 

 


